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台湾の維管束植物相は，豊富な種数（233科1355属4220種）に比べて固有属
は４属と著しく少ない(Hsieh2002)．このうち,タイヤルソウ属HZZyameJ/αMasam・

はアカネ科の単型属で,石灰岩地域に稀産する(Masammel934;Shimizul963)．
タイヤルソウＨ・mjche"ojdesは，１~2個の頂花をつける倭小な草本で，朔果の形

態からサツマイナモリ属Ｑｐ/Zjormjzaと近縁と考えられたが，飼罰性が強いこと
などから新属として記載された．以降，多くのフロラ研究や分類学的研究にお
いて両属は区別されている．近年，HZZyarae"αをＯＰ/Zjorr/zjZaの異名とする提唱
がなされたが（Lol998)，これには調査した標本が明示されておらず，原記載の
記述に基づく見解である．Ｈ､miC/je化jdesは，過去数十年にわたり採品がなく，
近年まで台湾の標本庫に標本が収蔵されていなかったことから，系統学的再検
討がなされていない．本研究では，サツマイナモリ属との関係や分類学的取り
扱いを明らかにする目的で，基準産地と同じ花蓮県から新たに採集されたＬＬ
ｍｉＣﾉｊｅ"ojdesと台湾および日本産のサツマイナモリ属４種について，核リボソー
ムＤＮＡのITS領域，葉緑体ＤＮＡのalpB-r6cLmzKmzcJZK領域に基く，分子系統
解析を行った．なお，サツマイナモリ属には下位分類が提唱されており
（Schumannl891)，解析した４種のうち，ヤナギイナモリ０.ｈａｙｑｒα"αとサツマ

イナモリ０.ﾉﾋJPO"jcaは苞葉が発達することからＢｍｃ"oﾉαmeに，リュウキュウイ
ナモリ０．Ａ"ｍｊＷａｊとチャボイナモリ０．ｐ"ｍｉｍは苞葉が発達しないことから
E6mcreoﾉαmeに該当する．

最節約法およびＢａyes法による系統推定の結果，各領域に基く系統関係は
(((Ｈ・ｍｊｃＭﾉojdes,０．/z`Jym[z"α),０.ﾉﾋZﾉﾌﾞo"icα),(０．/､"iwm,０．ｐ皿ｍｉｍ))で一致した．
サツマイナモリ属は下位分類に対応して２クレードに分かれ，Ｈ・ｍｉｃＭ/ojdesは
BmC花oﾉﾋzmeクレードに含まれ，０.ｈａｙａｍ"αとサブクレードを形成した．このこ

とからHnyameノルは単型属として扱わず,ＯＰ/zio77hjZaに含めるのが妥当である．
この系統的位置づけは，Ｈ・mjCMjojdEsがサツマイナモリ属にきわめて特徴的な
形質である，倒心形で強く偏圧し，頂部が長軸に沿って二裂する果実をもつこ
と，Bmcteoﾉαｍｅに特徴的な発達した苞をもつことと一致する．ＨｔＪｙａｍｅｌﾉﾋz属を
設立する根拠とした形質が，繁殖器官に比べて系統を反映しにくい栄養器官の
ものであったことが，系統分類との不一致の要因といえる．近縁性が示された

０ノmyα､"αも台湾に固有であるが，Ｈ・mjcMJojdesとは雲表面の構造などから
形態的に区別され，両種は明らかに別種である．本種の学名としては，

のﾉjjor巾ｍｍｊｃＭﾉoj伽(Masam.)Ｈ・ＳＬＣを採用するのが適当である．


